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事業の概要 

 

 

当会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの流行による困難な状況を乗り

越え、緩やかな回復基調を取り戻しました。業況や収益など企業部門は好調である一方、

これが賃金や投資に十分に結び付かず、内需は力強さを欠いていました。しかし、思いの

ほかコスト増の価格転嫁が進み、デフレ脱却の素地が整ったことも明るい面でした。 

 

このような環境下において、式場向け結婚式キャンセル保険の販売に注力いたしました。

しかし、式場向け結婚式キャンセル保険の導入式場が増加しなかったこと、そして、入院

保険の販売停止に伴う契約件数の減少が重なり、当会計年度中に業績を回復させるまでに

は至りませんでした。 

 

その結果、新契約保険料は 14,360 千円（前年比 112.4％）、既契約保険料は 32,250

千円（前年比 85.7％）で着地し、最終的な保険料収入は 46,610 千円（前年比 92.5％）

と減少いたしました。また、保険金・給付金の支払については、30,477 千円（前年比

116.5％）となり、営業費・一般管理費については、昨年と同水準の【36,501 千円】

37,090 千円（前年比 98.4％）となりました。なお、当年度末の保有契約件数は前年度

末の 864 件から 180 件減少し、684 件となっております。 

 

経常収益につきましては、68,923 千円（前年比 94.5％）、経常費用は 86,834 千円

（前年比 96.3％）、経常損失は 23,186 千円（前年比 5,945 千円増）、税引前当期純損

失に法人税・住民税及び事業税を加算した結果、23,186 千円（前年比 5,655 千円 

増）の当期純損失となりました。 

 

今後の対処すべき課題としましては、以下のような重点課題に確実に取り組むことで、

保険サービスの品質向上とともに、早期の黒字化を図り、財務体質の改善を図って参りま

す。 

 

1 新たな保険商品の早期販路拡大を図る。 

2 少人数でも効率的な事務処理が出来るよう、事務フローや社内システムの見直し・

改善を図る。 

3 お客様本位の業務運営に関する基本方針を徹底するため、社内規程等の見直しを実

施し、コンプライアンスや顧客保護等の管理態勢の強化を図る。 
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1. 概況及び組織に関する事項 

 

Ⅰ 経営の組織 

 

会社名： くふう少額短期保険株式会社 

 

会社所在地： 東京都港区三田 1-4-28 

       TEL 03-6661-6696 

 

URL :  https://kufu-shotan.com/ 

 

設立 2010 年 5 月  

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

代表取締役

営業部 管理部

くふう少額短期保険株式会社

組織図

株主総会

監査役取締役会保計人
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Ⅱ 大株主(令和 6 年 3 月 31 日現在) 

株主の氏名又は名称 
当社への出資状況 

持株数等      持株比率 

株式会社くふうカンパニー 67,357 株 99.31％ 

穐田誉輝 140 株 0.21% 

藤田晃治 82 株 0.12％ 

新野将司 82 株 0.12％ 

菅間淳 82 株 0.12％ 

熊谷祐紀 82 株 0.12％ 

 

 

Ⅲ 取締役及び監査役の氏名及び役職名(令和 6 年 3 月 31 日現在) 

  

氏   名 地位及び担当 重要な兼職 

藤田晃治 代表取締役 － 

長井健尚 代表取締役 株式会社くふう住まい 代表取締役 

林展宏 取締役 － 

菅間淳 監査役 株式会社くふうカンパニー 取締役及び執行役 

 

 

Ⅲ-2 辞任した会社役員に関する事項(令和 6 年 3 月 31 日現在)   

  

氏   名 地位及び担当 退職日・理由 

新野将司 取締役 一身上の都合により、令和 3 年 7 月 29 日退任 

菅間淳 取締役 監査役就任の為、令和 3 年 7 月 29 日退任 

矢島慎一 取締役 一身上の都合により、令和 3 年８月３０日退任 

澤村龍世 取締役 一身上の都合により、令和 3 年１１月３０日退任 

熊谷祐紀 監査役 一身上の都合により、令和 3 年 7 月 29 日退任 

小野寺大樹 取締役 一身上の都合により、令和 4 年 3 月 31 日退任 

藤田圭介 取締役 一身上の都合により、令和 4 年 5 月 26 日退任 

 

２．主要な業務の内容 

 

事 業 商 品 

少額短期保険業 定期保険、入院保険、女性特定疾病入院保険、 

  定期保険（無告知型） 

定期保険特約、手術特約、女性特定手術特約、 

特定傷害特約、傷害死亡特約、がん診断特約、 

女性特定がん診断特約、 

約定履行費用保険（結婚式キャンセル保険） 
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３． 主要な業務に関する事項 
 

Ⅰ 直近の事業年度における業務の状況   

既存商品（無告知型の定期保険や入院、女性特定疾病、定期）だけでなく、式場向け

結婚式キャンセル保険（約定履行費用保険）を含めた販売強化に取り組み、新契約の

拡大を図っております。当社におきましては、以下のような重点課題に取り組んでま

いります。 

1 結婚式キャンセル保険の結婚式場への導入を強化して取引の深耕を図るとともに、

自社グループならびに社外のブライダル関連企業の代理店の開拓を推進いたしま

した。 

2 インターネット等、電子媒体を通じたサービスのさらなる質的向上を図り、顧客

満足度を高めてまいりました。 

3 内部管理態勢については、統合的なリスク管理や内部統制、ガバナンス体制の充

実を図ってまいります。顧客保護等管理態勢については、個人情報の保護、契約

引受審査、支払査定、保全収納の体制強化を目指し、お客様の信頼にお応えでき

るよう一層強固なものにしてまいります。 

 

Ⅱ 直前３事業年度の財産及び損益の状況 

  

 当社の財産及び損益の状況（令和 6 年 3 月 31 日現在） 

（単位：千円） 

区分 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

経常収益 54,533 72,953 70,866 

経常利益 △24,859 △17,241 △17,910 

当期純利益 △25,149 △17,531 △23,186 

資本金の額 

（発行済株式の総数） 

77,670 

（63,723 株） 

82,671 

（67,825 株） 

82,671 

（67,825 株） 

総資産額 59,541 50,965 25,022 

純資産額 40,881 33,350 10,163 

責任準備金残高 2,113 5,294 5,478 

有価証券残高 － － － 

ソルベンシー・マージ

ン比率 
7,920.2％ 8,287.3％ 3,080.6% 

配当性向 － － － 

従業員数 0 名 0 名 0 名 

正味収入保険料の額 26,563 28,406 27,196 
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※純資産額は保険業法上の純資産です。 

（保険業法第 272 条の 4 第 1 項第 3 号及び保険業法施行規則第 211 条の 8） 

 

Ⅲ 保険金等の支払能力の充実の状況 

（単位：千円） 

項 目 令和 4 年度 令和 5 年度 

(1)ソルベンシー・マージン総額 34,268 11,275 

 1 純資産の部の合計（繰延資産等控除後の額） 33,350 10,163 

2 価格変動準備金 － － 

3 異常危険準備金 918 1,112 

4 一般貸倒引当金 － － 

5 その他有価証券の評価差額（税効果控除前）（99％又は

100％） 
－ － 

6 土地含み損益（85％又は 100％） － － 

7 契約者配当準備金（除、翌期配当所要額） － － 

8 将来利益 － － 

9 税効果相当額 － － 

10 負債性資本調達手段等 － － 

 告示(第 14 号)第２条第３項第５号イに掲げるもの（⑩(a)） － － 

告示(第 14 号)第２条第３項第５号ロに掲げるもの（⑩(b)) － － 

11 控除項目（ー） － － 

(2)リスクの合計額 √［（Ｒ1）2＋（Ｒ2）2］＋Ｒ3＋Ｒ4 827 732 

 保険リスク相当額 803 710 

 Ｒ1 一般保険リスク相当額 803 710 

Ｒ4 巨大災害リスク相当額 － － 

Ｒ2 資産運用リスク相当額 10 20 

 価格変動等リスク相当額 － － 

信用リスク相当額 － － 

子会社等リスク相当額 － － 

再保険リスク相当額 － － 

再保険回収リスク相当額 10 20 

Ｒ3 経営管理リスク相当額 24 21 

ソルベンシー・マージン比率(1)/｛(1/2)×(2)｝ 8,287.3％ 3,080.6% 

 

 

  Ⅳ 株式数   

        発行可能株式総数    80,000 株 

        発行済株式の総数    67,825 株 
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 Ⅴ 主な事業所並びに使用人の状況 

(1) 主要な事業所(令和 6 年 3 月 31 日現在) 

 

名 称 所 在 地 
本社 東京都港区三田 1-4-28 

 
 

 

(2) 使用人の状況(令和 6 年 3 月 31 日現在)   

  

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

0 名 0 名 －歳 －年 

 

 
4．運営に関する事項   

 

Ⅰ リスク管理の体制 

①「リスク管理規程」を定め、「コンプライアンス・リスク管理委員会」にてリスク

情報の把握やリスク課題の抽出およびその対応方針、方策の立案等を実施し、リ

スク管理の状況をモニタリングする一元的な体制を確立し、リスク管理の徹底を

図る。  

  ② 保険引受リスクの適切な分散のため、当社では再保険会社と契約を締結して、保

険責任の一定割合を移転しております。（再保険会社 格付け区分「Ａ＋以上」） 

※ 再保険会社名「トーア再保険株式会社」 

 

Ⅱ 法令遵守の体制 

 

（1） 取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

 

①  取締役は、会社経営に関する重要事項および業務執行状況を取締役会に報告して

情報の共有化を図り、それに関する意見を交換することにより、取締役会による

取締役の業務執行の監督を充実させる。 

 

2  取締役会は、取締役会規程に従い取締役会に付議された議案が十分審議される体

制をとり、会社の業務執行に関する意思決定が法令および定款に適合することを

確保する。 

 

3  取締役および役職員の行動規範等を定めた「コンプライアンスポリシー」や「コ

ンプライアンス規程」等の社内規程により、コンプライアンス・ルールの周知徹

底を図る。 

 

4  取締役会内に「コンプライアンス・リスク管理委員会」を設置・運営し、コンプ

ライアンス体制の整備を図り、法令および定款に違反する行為を未然に防止す
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る。 

 

5  取締役が他の取締役の法令および定款に違反する行為その他会社に著しい損害を

与える恐れのある行為を発見した場合には、直ちに取締役会および監査役に対し

ても報告することとする。 

 

6  役員の職務の執行に必要な手続きについて、「取締役会規程」、「監査役監査規

程」等の社内規程を定め、適切な運営を確保する。 

 

7  当社は、反社会勢力による不当要求等への対応を所管する部署を「管理部」と定

め、社会秩序や健全な企業活動を阻害する恐れのある反社会勢力、団体および個

人との関係を遮断・排除し、反社会勢力には警察等関連機関とも連携のうえ、毅

然として態度で対応する。 

 

（2）使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

 

① 全役職員がとるべき行動の規範を示した「お客様本位の業務運営に関する基本方針」

を制定し、当社の企業活動の企業倫理として全役職員が遵守する。 

 

2  コンプライアンス体制の基礎として、「コンプライアンス規程」等を定め、研

修・教育等よる周知徹底を図る。 

 

3  株式会社くふうカンパニーの内部監査部（以下「内部監査部」という）が、業務

全般に関し、法令、定款および社内規程の遵守状況、職務の執行の手続きおよび

内容の妥当性等について計画的に内部監査を実施し、その監査結果を代表取締役

および監査役に報告するとともに、指摘事項に関するフォローアップや被監査部

門に対する改善事項の指摘・指導を実施し、全社のコンプライアンスの推進に努

める。 

 

4  使用人の職務の執行に必要な手続きについて、「組織運用規程」等の社内規程を

定め、適切な運営を確保する。 

 

Ⅲ 指定少額短期保険業務紛争解決機関 

 

少額短期ほけん相談室 

 

当社は、指定少額短期保険業務紛争解決機関である一般社団法人日本少額短期保険協

会との間で少額短期保険業務に関する苦情処理手続きおよび紛争解決手続き等のため

の手続実施基本契約を締結しています。 

当社に対するご相談・苦情のお申出については、『少額短期ほけん相談室』が公正か

つ中立な立場から当社との和解の斡旋・解決支援をいたします。また、弁護士・学識

経験者・消費者相談員等によって構成される「裁定委員会」を設置し、苦情を受付け

てから 1 ヶ月を経過した後も未解決の案件については、保険契約者または当社の申出

により「裁定委員会」を開催し、和解の仲介・裁定（和解案の作成）をしています。 

 

≪指定少額短期保険業務紛争解決機関≫ 
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一般社団法人日本少額短期保険協会 『少額短期ほけん相談室』 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀 3-12-8  ＨＦ八丁堀ビルディング 2 階 

TEL（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ） ： 0120-82-1144   FAX ： 03-3297-0755 

【受付時間】 ： 月曜日から金曜日（祝日ならびに年末年始休業期間を除く） 

9：00～12：00、13：00～17：00  
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5. 直近の二事業年度における財産の状況に関する事項 

 
Ⅰ 業務の状況を示す指標等 

 

（1）正味収入保険料 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 15,439 54.4% 8,370 30.8% 

医療保険 9,513 33.5% 11,877 43.7% 

費用保険 3,453 12.2% 6,948 25.5% 

合計 28,406 100.0％ 27,196 100.0％ 

※ 正味収入保険料とは、当社元受における保険料の収入から、解約返戻金等および当社を契

約者とする再保険契約により当社が支払った再保険料を控除したもので、以下の算式によ

り算出しています。 

   正味収入保険料＝保険料＋再保険返戻金＋その他再保険収入—再保険料－解約返戻金等 

 

（2）元受正味保険料 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 27,764 55.5% 20,541 44.4% 

医療保険 9,514 19.0% 11,878 25.6% 

費用保険 12,775 25.5% 13,896 30.0% 

合計 50,053 100.0% 46,314 100.0% 

※ 元受正味保険料とは、当社元受における保険料の収入から、解約返戻金等を控除したもの

で、以下の算式により算出しています。 

   元受正味保険料＝保険料－解約返戻金等 

 

（3）支払再保険料 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 12,416 57.1% 12,389 64.1% 

医療保険 － －％ － －％ 

費用保険 9,322 42.9% 6,948 35.9% 

合計 21,738 100.0％ 19,337 100.0% 

※ 支払再保険料とは、再保険料から再保険返戻金を控除したもので、以下の算式により算出

しています。 

   支払再保険料＝再保険料－再保険返戻金 
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（4）保険引受利益 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 △11,786 －％ △16,012 －％ 

医療保険 △7,074 －％ △5,966 －％ 

費用保険 △1,027 －％ 1,609 －％ 

合計 △19,887 100.0％ △20,368 100.0％ 

※ 保険引受利益とは、保険引受収益から保険引受費用、保険引受に係る事業費を控除し算出

しています。 

 

（５）正味支払保険金 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 金額 金額 構成比 

死亡保険 2,630 20.7% 4,530 34.8% 

医療保険 9,850 77.4% 7,772 59.8% 

費用保険 251 2.0% 702 5.4% 

合計 12,731 100.0% 13,004 100.0% 

※ 正味支払保険金とは、元受契約の保険金等から、当社を契約者とする再保険契約により当

社が回収した再保険金を控除したもので、以下の算式により算出しています。 

   正味支払保険金＝保険金等－回収再保険金 

 

（6）元受正味支払保険金 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 金額 金額 構成比 

死亡保険 16,300 60.4% 21,300 69.9% 

医療保険 9,850 36.5% 7,772 25.5% 

費用保険 837 3.1% 1,404 4.6% 

合計 26,987 100.0% 30,476 100.0% 

※ 元受正味支払保険金とは、当社元受における保険金等から、元受契約に係る求償等により

回収した金額を控除したもの。 

 

（７）回収再保険金 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 13,670 95.9% 16,770 96.0% 

医療保険 － －％ 0 0.0% 

費用保険 585 4.1% 702 4.0% 

合計 14,255 100.0％ 17,472 100.0% 
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Ⅱ 保険契約に関する指標 

 

（1）契約者配当金 

該当事項はありません。 

 

（2）正味損害率、正味事業費率及びその正味合算率〈コンバインド・レシオ〉 

 

区分 

令和 4 年度 令和 5 年度 

正味 

損害率 

正味 

事業費率 

正味 

合算率 

正味 

損害率 

正味 

事業費率 

正味 

合算率 

死亡保険 17.0% 129.1% 146.1% 54.1% 228.2% 282.3% 

医療保険 103.5% 71.7% 175.2% 65.4% 54.9% 120.3% 

費用保険 7.3% 262.9% 270.2% 10.1% 156.6% 166.7% 

合計 44.8% 126.1% 132.0％ 47.8% 134.2% 182.0% 

※ 正味損害率とは、以下の算式により算出しています。 

     正味損害率＝正味支払保険金÷正味収入保険料×100 

※ 正味事業費率とは、以下の算式により算出しています。 

正味事業費率＝（保険引受に係る事業費－再保険手数料）÷正味収入保険料×100 

※ 正味合算率＝正味損害率＋正味事業費率 

 

（3）出再控除前の発生損害率、元受事業費率及びその元受合算率〈コンバインド・レシ

オ〉 

 

区分 

令和 4 年度 令和 5 年度 

発生 

損害率 

元受 

事業費率 

元受 

合算率 

発生 

損害率 

元受 

事業費率 

元受 

合算率 

死亡保険 58.7％ 74.1% 132.8% 96.3% 86.3% 182.6% 

医療保険 103.5％ 77.2% 180.7% 65.3% 54.8% 120.1% 

費用保険 6.6％ 116.9% 123.5% 10.8% 83.3% 94.1% 

合計 53.9％ 78.1％ 170.9％ 64.7% 77.5% 142.3% 

※ 発生損害率とは、以下の算式により算出しています。 

   発生損害率＝出再控除前の発生支払保険金÷出再控除前の既経過保険料×100 

※ 元受事業費率とは、以下の算式により算出しています。 

   元受事業費率＝保険引受に係る事業費÷出再控除前の既経過保険料×100 

※ 元受合算率〈コンバインド・レシオ〉とは、以下の算式により算出しています。 

   元受合算率＝発生損害率＋元受事業費率 

※ 出再控除前の発生支払保険金とは、以下の算式により算出しています。 

   出再控除前の発生支払保険金＝保険金等＋出再控除前の支払備金積増額 

※ 出再控除前の既経過保険料とは、以下の算式により算出しています。 

   出再控除前の既経過保険料＝保険料－出再控除前の未経過保険料積増額－発生解約返戻

金等 
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（４）出再を行った主要な再保険会社の数と出再保険料の上位 5 社の割合 

 

項 目 令和 4 年度 令和 5 年度 

出再先保険会社の数 1 社 1 社 

出再保険料のうち上位 5 社の出再保険料の割合 100.0％ 100.0％ 

 

（５）出再保険料の格付けごとの割合 

 

格付け区分 
出再保険料における割合 

令和 4 年度 令和 5 年度 

A-以上 100.0％ 100.0％ 

BBB 以上 －％ －％ 

その他 －％ －％ 

合計 100.0％ 100.0％ 

 

（6）未収再保険金 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 1,095 100.0％ 2,057 100.0％ 

医療保険 － － － － 

費用保険 － － － － 

合計 1,095 100.0％ 2,057 100.0％ 
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Ⅲ 経理に関する指標等 

（1） 有形固定資産および無形固定資産   

 

（単位：千円） 

資産の種類 

令和 4 年度 

前期末 

残 高 

当 期 

増加額 

当 期 

減少額 

当 期 

償却額 

当期末 

残  高 

有形固定資産      

土地 － － － － － 

建物付属 － － － － － 

リース資産 － － － － － 

建設仮勘定  － － － － － 

その他の有形固定資産 0 － － － 0 

有形固定資産 計 0 － － － 0 

無形固定資産      

ソフトウェア 8,217 － － 2,175 6,041 

のれん － － － － － 

リース資産 － － － － － 

その他の無形固定資産 － － － － － 

無形固定資産 計 8,217 － － 2,175 6,041 

合計 8,217 － － 2,175 6,041 

 

（単位：千円） 

資産の種類 

令和 5 年度 

前期末 

残 高 

当 期 

増加額 

当 期 

減少額 

当 期 

償却額 

当期末 

残  高 

有形固定資産      

土地 － － － － － 

建物付属 － － － － － 

リース資産 － － － － － 

建設仮勘定  － － － － － 

その他の有形固定資産 0 － － － 0 

有形固定資産 計 0 － － － 0 

無形固定資産      

ソフトウェア 6,041 － 4,986 1,055 0 

のれん － － － － － 

リース資産 － － － － － 

その他の無形固定資産 － － － － － 

無形固定資産 計 6,041 － 4,986 1,055 0 

合計 6,041 － 4,986 1,055 0 

（注）当期減少額は減損損失による減少であります。 
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（2） 支払備金 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 192 3.6% 200 6.7% 

医療保険 5,189 96.4% 2,711 91.3% 

費用保険 0 0％ 58 2.0％ 

合計 5,381 100.0％ 2,970 100.0％ 

※ 支払備金は、元受契約における普通支払備金および既発生未報告支払備金から、それらに

係る再保険契約に基づく出再分を控除したものを示しています。 

 

（3）責任準備金 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

死亡保険 1,970 37.2% 827 15.1% 

医療保険 864 16.3% 780 14.2% 

費用保険 2,460 46.5% 3,870 70.7% 

合計 5,294 100.0％ 5,478 100.0％ 

※ 責任準備金は、元受契約における普通責任準備金および異常危険準備金から、それらに係

る再保険契約に基づく出再分を控除したものを示しています。 

 

 

（4）責任準備金の残高の内訳 

（単位：千円） 

区分 令和 4 年度 令和 5 年度 

死亡保険 普通責任準備金 1,735 622 

異常危険準備金 235 204 

小計 1,970 827 

医療保険 普通責任準備金 295 274 

異常危険準備金 568 506 

小計 864 780 

費用保険 普通責任準備金 2,345 3,469 

異常危険準備金 114 401 

小計 2,460 3,870 

合計 普通責任準備金 4,376 4,366 

異常危険準備金 918 1,112 

小計 5,294 5,478 

 

（5）契約者配当準備金 

該当事項はありません。 

 

（6）利益準備金および任意積立金の区分ごとの残高 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

利益準備金 － － － － 
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任意積立金 － － － － 

合計 － － － － 

 

 

（7）損害率の上昇に対する経常利益の変動の額 

 

上昇率 発生損害率（支払率）が 1％上昇すると仮定 

算出方法 
経常利益の減少額＝発生損害額（支払額）の増加額 

        ＝既経過保険料×1％ 

経常利益の減少額 
令和 4 年度 令和 5 年度 

474 千円  471 千円 

 

 

（8）引当金明細 

 該当事項ありません。 

 

 

（9）事業費内訳明細 

（単位：千円） 

区分 令和 4 年度 令和 5 年度 

営業費 

代理店手数料 1,622 1,238 

営業職員経費 － － 

広告宣伝費 － － 

その他営業費 49 32 

小計 1,671 1,271 

一般管理費 

人件費 12,421 10,540 

物件費 18,788 21,480 

小計 31,210 32,020 

税金  2,033 2,153 

減価償却費  2,175 1,055 

退職給付引当金繰入額  － － 

役員退職慰労金引当金繰入額  － － 

事業費合計  37,090 36,501 
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Ⅳ 資産運用に関する指標等 

 

（1）資産運用の概況 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 構成比 金額 構成比 

現預金 28,196 55.3% 7,555 30.2% 

金銭信託 － － － － 

有価証券 － － － － 

運用資産計 22,768 44.7% 17,467 69.8% 

総資産 50,965 100.0％ 25,022 100.0％ 

 

 

 

 

（2）利息配当収入の額および運用利回り 

（単位：千円） 

区分 
令和 4 年度 令和 5 年度 

金額 利回り 金額 利回り 

現預金 － － － － 

金銭信託 － － － － 

有価証券 － － － － 

小計 － － － － 

その他 － － － － 

合計 － － － － 

 

 

（3）保有有価証券の種類別の残高及び合計に対する構成比 

   該当事項ありません。 

 

（4）国債証券、地方債証券、政府保証債証券、証券取引法第 2 条第 1 項第 3 号に規定す

る有価証券、合計の区分ごとの保有有価証券利回り 

該当事項ありません。 

 

（5）有価証券の種類別の残存期間別残高 

該当事項ありません。 

 

（6）保有有価証券利回り 

該当事項ありません。 

 

（7）有価証券および金銭の信託に関する取得価額または契約価額、時価および評価損益 

該当事項ありません。 
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貸 借 対 照 表         

  （単位：千円 ） 

 

科     目 

令和 4 年度末 
（令和 5 年３月３１日現在） 

令和 5 年度末 
（令和 6 年３月３１日現在） 

金額 金額 

（資産の部）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

28,196 

— 

28,196 

0 

— 

— 

 — 

 — 

0 

6,041 

6,041 

1,095 

3,630 

2,441 

141 

1,047 

12,000 

 

7,555 

— 

7,555 

0 

— 

— 

 — 

 — 

0 

0 

0 

2,057 

3,410 

3,133 

277 

0 

12,000 

現金及び預貯金 

現金 

預貯金 

有形固定資産 

土地 

建物付属 

 リース資産 

建設仮勘定 

その他の有形固定資産 

無形固定資産 

ソフトウェア 

再保険貸 

その他資産 

未収金 

前払費用 

その他の資産 

供託金 

資産の部合計  50,965 25,022 

 （負債の部） 

保険契約準備金 

 責任準備金 

 支払備金 

代理店借 

再保険借 

その他負債 

短期借入金 

未払法人税等 

未払金 

未払費用 

預り金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10,676 

5,294 

5,381 

123 

349 

6,465 

4,094 

383 

1,945 

26 

15 

 

8,449 

5,478 

2,970 

81 

— 

6,328 

4,134 

355 

1,800 

22 

15 

負債の部 合計 
 

 
17,614 14,859 

（純資産の部） 

資本金 

資本準備金 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

 

 

 

82,671 

82,671 

△131,991 

△131,991 

△131,991 

 

82,671 

82,671 

△155,178 

△155,178 

△155,178 

純資産の部 合計 
 

 
33,350 10,163 

負債及び純資産 合計  50,965 25,022 

 

  



20 

 

 

損 益 計 算 書 

 

  （単位：千円） 

科     目 

令和 4 年度 

（令和 4 年４月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

令和 5 年度 

（令和 5 年４月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） 

金額 金額 

経常収益 

保険料等収入 

 保険料 

 再保険収入 

責任準備金等戻入額 

 責任準備金戻入額 

 支払備金戻入額 

資産運用収益 

利息及び配当金等収入 

その他運用収益 

 その他経常収益 

72,953 

67,722 

50,407 

17,314 

5,229 

— 

5,229 

— 

0 

－ 

0 

68,923 

66,512 

46,609 

19,902 

2,411 

－ 

2,411 

— 

0 

－ 

0 

経常費用 

保険金等支払金 

 保険金等 

 解約返戻金等 

 再保険料 

責任準備金等繰入額 

責任準備金繰入額 

支払備金繰入額 

事業費 

営業費及び一般管理費 

税金 

減価償却費 

 その他経常費用 

支払利息 

90,194 

49,081 

26,987 

355 

21,738 

3,976 

3,181 

794 

37,090 

32,881 

2,033 

2,175 

46 

46 

86,834 

50,109 

30,476 

295 

19,337 

183 

183 

－ 

36,501 

33,292 

2,153 

1,055 

39 

39 

経常損失 △17,241 △17,910 

特別損失 

減損損失 

— 

－ 

4,986 

4,986 

税引前当期純損失 

法人税及び住民税 

△17,241 

290 

△22,896 

290 

当期純損失 △17,531 △23,186 
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【注記事項】 

 

Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

1. 固定資産の減価償却の方法 

 

（1） 有形固定資産 

定率法を採用しております。 

 

（2） 無形固定資産 

    定額法を採用しております。 

 

2. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

（1） 消費税等の会計処理 

     消費税等の会計処理は税込方式によっております。 

 

Ⅱ.会計方針の変更に係る事項に関する注記 

 

該当事項ありません。 

 

Ⅲ.貸借対照表に関する注記     

 

1.有形固定資産の減価償却累計額   —千円 

 

2.資産除去債務関係 

本社事務所の不動産賃貸契約に基づく退去時における原状回復に係る債務を資産除

去債務として認識しております。 

なお、資産除去債務の負債計上に代えて、不動産賃貸契約に関する敷金の回収が最

終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積もり、そのうち当期の負担に属

する金額を費用に計上する方法によっております。 

 

Ⅳ.株主資本等変動計算書に関する注記 

 

 1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項   

                                  （単位：株） 

株式の種類 前期末株式数 当期増加株式

数 

当期減少株式

数 

当期末株式数 

普通株式 8,200 ― ― 8,200 

Ａ種種類株式 468 ― ― 468 

Ｂ種種類株式 59,157 ― ― 59,157 

合計 67,825 ― ― 67,825 

 

2. １株当たり当期純利益   

１株当たりの当期純利益は△341 円 86 銭であります。 

 

3. 金額の単位  

金額は、記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 

 

  （単位：千円） 

 

科     目 

令和 4 年度 
（令和 4 年４月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

令和 5 年度 
（令和 5 年４月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） 

金額 金額 

株主資本   

 資本金   

  当期首残高 77,670 82,671 

  当期変動額 5,000 — 

   新株の発行 5,000 — 

  当期末残高 82,671 82,671 

資本剰余金   

  資本準備金   

  当期首残高 77,670 82,671 

  当期変動額 5,000 — 

   新株の発行 5,000 — 

  当期末残高 82,671 82,671 

 資本剰余金 合計   

  当期首残高 77,670 82,671 

  当期変動額 5,000 — 

  当期末残高 82,671 82,671 

 利益剰余金   

  その他利益剰余金   

  繰越利益剰余金   

  当期首残高 △114,460 △131,991 

  当期変動額  △17,531 △23,186 

   当期純利益金額 △17,531 △23,186 

  当期末残高 △131,991 △155,178 

 利益剰余金 合計   

  当期首残高 △114,460 △131,991 

  当期変動額 △17,531 △23,186 

  当期末残高 △131,991 △155,178 

 株主資本 合計   

  当期首残高 40,881 33,350 

  当期変動額 △7,530 △23,186 

  当期末残高 33,350 10,163 

純資産の部 合計   

  当期首残高 40,881 33,350 

  当期変動額 △7,530 △23,186 

  当期末残高 33,350 10,163 
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キャッシュ・フロー計算書 

 

  （単位：千円） 

科     目 

令和 4 年度 

（令和 4 年４月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

令和 5 年度 

（令和 5 年４月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） 

金額 金額 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税引前当期純利益 

減価償却費 

減損損失 

支払備金の増加額 

責任準備金の増加額 

利息及び配当金等収入 

代理店借の増加額 

再保険借の増加額 

未払費用の増減額 

その他負債の増減額 

小       計 

利息及び配当金等の受取額 

利息の支払額 

法人税等の支払額 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

△17,241 

2,175 

— 

△4,434 

3.181 

0 

△14 

378 

△206 

△1,748 

△17,910 

0 

△46 

△350 

△18,307 

 

△22,896 

1,055 

4,986 

△2,411 

183 

0 

△41 

△1,310 

△148 

325 

△20,258 

0 

△39 

△383 

△20,681 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

無形固定資産の取得による支出 

保険業法第 113 条繰延資産の取得による支出 

敷金及び保証金の回収による収入 

その他 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

— 

— 

— 

— 

— 

 

— 

— 

— 

— 

— 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

借入れによる収入 

借入金の返済による支出 

株式の発行による収入 

その他 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

46 

— 

10,000 

— 

10,047 

 

39 

— 

— 

— 

39 

現金及び現金同等物に係る換算差額 — — 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,260 △20,641 

現金及び現金同等物期首残高 36,456 28,196 

現金及び現金同等物期末残高 28,196 7,555 

 


